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研究課題：イアコーンサイレージ生産・利用に関する畑作経営と酪農経営における経済性評価 

担当部署：北海道農業研究センター 畑作研究領域・水田作研究領域 十勝農試 研究部 生
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担当者名：久保田哲史、山田洋文、藤田直聡、原仁 

協力分担：北海道農業研究センター 酪農研究領域 

予算区分：実用技術 

研究期間：2009～2011 年度（平成 21～23 年度） 

------------------------------------------------------------------------------------ 

１．目的 

  国産濃厚飼料として、圧ぺんとうもろこし代替をねらいとする搾乳牛向け飼料であるイア

コーンの生産利用に関する技術開発が行われており、圧ぺんとうもろこしの平均的価格水準

である 55 円/TDNkg を生産コスト目標として、粗飼料不足傾向にある酪農経営から畑作経営

に栽培委託を行い、酪農経営が収穫調製して利用するという生産利用方策が模索されている。 

そこで、本研究では、このような生産利用を前提に、実証試験等からイアコーンの経済性

を明らかにし、畑作経営への導入条件と酪農経営への導入条件を明らかにする。 

２．方法 

 １）上川管内 C 町 TMR センター（作付面積 24.4ha）および十勝管内 D 町研究農場（作付
面積 11.7ha）での実証試験と、飼料用とうもろこしの栽培受託を実施している畑作経営調
査（Ａ町、Ｂ町）から、畑作経営への栽培委託をおこなう場合の生産費を試算し、線形計

画法を用いてイアコーンの畑作経営への導入条件を明らかにする。 
２）イアコーンサイレージを試験的に給与している酪農の２事例（十勝管内個別経営１戸、

上川管内ＴＭＲセンター１戸）の給与実態調査から導入条件を考察する。また，試験給与

結果による飼料設計を用いて，圧ぺんとうもろこしを対象に，イアコーンサイレージが酪

農経営へ導入される価格条件を提示する。 

３．成果の概要 

１）コーンヘッダ(以後スナッパヘッド)を装着したフォレージハーベスタ（粉砕装置付き）
によるイアコーン収穫労働時間は 0.067 時間/10ａ（1.5ha/時間）であり、細断型ロールベ

ーラによる調製（梱包密封）は 0.083 時間/10ａ（1.2ha/時間）である(表１)。また、飼料
用とうもろこしの栽培受託調査から，畑作経営での受取額を 3 万 5 千円/10ａとし，ＴＭＲ

センターが収穫機と調製機を保有して作業を実施し，トラック２台による往復 10km の輸

送、保管を行う場合，乾物目標収量 1 トン/10ａ（ＴＤＮ収量 796kg/10ａ）のとき，目標
コストである 55 円/TDNkg となる栽培面積は約 122haと試算される(表２、図１)。 

 ２）栽培受託実績に基づく畑作経営における受取額を前提に、小麦の作付上限制約を経営耕

地面積の１／４と設定した場合、経営モデル分析より 63.8ha からイアコーンが導入され、

経営耕地面積の拡大に伴って、イアコーンの作付面積が拡大することが確認された。この

ことから、イアコーンは輪作を遵守する意識の高い畑作経営において導入され、規模拡大

に伴う適正な輪作体系の構築に寄与すると考えられる（図２）。 

 ３）試験給与した１戸と１ＴＭＲセンターでは、圧ぺんとうもろこしや配合飼料の代替にイ

アコーンを与えている。嗜好性は良く、作業性、品質は問題ない。個別経営は利用条件と

して搾乳牛１頭当たりの飼料費の維持を挙げている。ＴＭＲセンターでは、イアコーンの

大規模低コスト生産を図ることで継続利用を考えている（表３）。 

 ４）現行の圧ぺんとうもろこし価格 51 円/TDNkg を前提とした搾乳牛１日１頭当たり飼料費

の比較から、牧草サイレージベースの飼料設計の場合、イアコーンが 64.1 円/TDNkg 以下

になると、イアコーン導入によって飼料費は低下する。とうもろこしサイレージベースで

は、イアコーンが 60.7 円/TDNkg 以下になることが導入条件である。イアコーンが目標の

55 円/TDNkg になれば、圧ぺんとうもろこし価格がより低下しても導入可能である（図３）。 

（様式 2） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果の活用面と留意点 

 ①イアコーンの導入を計画する際の参考とする。 

 ②生産コストや導入条件等は作業能率，事例調査，輸送距離 10km 等を前提としている。 

５．残された問題とその対応 

 畑作経営への導入をより円滑化する支援方策や、畑作と酪農の間の輸送範囲等の検討が残さ

れた。次年度以降の中期計画の中で検討する予定である。 

　　　　　　　　　　　　　表１　Ｃ町ＴＭＲセンターにおけるイアコーン生産概要

作業名 作業時期 使用機械 作業員数（人） 作業時間
オペレーター 補助 （時間/10ａ）

堆肥・土壌改良剤散布 ５月中旬 マニュアスプレッダ 2 - 0.150
耕起 ５月中旬 ソイルビルダー(3.5m) 1 - 0.250
整地 ５月中旬 パワーハロー 1 - 0.150
鎮圧 ５月中旬 ケンブリッヂローラー(6m) 1 - 0.050
施肥・播種 ５月中旬 コーンプランター（８畦） 1 1 0.400
除草剤散布 ５月中旬 スプレーヤ(1500リットル) 1 - 0.025
収穫 10月下旬 スナッパヘッド（６畦） 1 - 0.067
運搬 10月下旬 ダンプトラック（11ｔ） 3 - 0.150
調製 10月下旬 細断型ロールベーラ 2 2 0.083
残渣処理 10月下旬 重ディスク 1 - 0.110
残渣すき込み 10月下旬 プラウ（２連） 1 - 0.150
合計 1.585
注1）実証試験結果（平成22年）より作成
　2）収穫はコーンヘッダ（スナッパヘッド）付フォレージハーベスタ（粉砕装置付き）で実施
　3）収穫・運搬・調製は同時並行作業
　4）収穫と調製作業時間は別途調査（大津ら（2011））
　5）イアコーンの成分は乾物率60.6％、乾物中ＴＤＮ割合79.6％、乾物中でんぷん割合
　　55.1％（大下ら（2011））

図２　イアコーン導入により所得最大化を実現する
　　　　作付構成（小麦の作付上限制約１/４）
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表３　イアコーンの給与実態と導入条件

圧ぺんとうもろこし価
格より安価であること
飼料費の低下

スケールメリットを生か
した大規模生産

－
飼料価格の高騰
飼料自給率の向上
安全安心な生乳生産

個別経営

飼
料
給
与

導
入

試験給与 当センターの
耕地で生産

飼料給与のＧＳは牧草サイレージ、ＣＳはとうもろこしサイレージ、
ＥＣＳはイアコーンサイレージ。

聞き取り調査による。

飼料費が低下する
なら利用する

継続して利用する

イ
ア
コ
｜
ン
給
与
実
態

良好
圧ぺんとうもろこしよ
り嗜好性が高い

良好

問題なし 問題なし

なし なし

意外と日持ちする
真夏でも2日間は日
持ちすると思われる

TMRセンターのため6
ロール程度を1日で使
い切るので問題なし。

ＴＭＲセンター

35kg 38kg

TMR TMR

－

82頭 662頭（合計値）

E町 C町

９戸

32.0ha 553ha

9,500kg 10,625kg（平均値）

資料：
注１：
2：

3：

4：
5： 圧ぺんとうもろこしの価格変動は、2009年1月～12月のもの。数値は農業物価統計による。

直線は、飼料費が「（イアコーンサイレージ単価×給与量）＋飼料設計に含まれる他の飼料の価額＝（圧ぺんとうもろこし単価×
給与量）＋飼料設計に含まれる他の飼料の価額」となるイアコーンサイレージ単価と圧ぺんとうもろこし単価の交点を結んだも
の。この直線より右下の範囲がイアコーンサイレージ導入可能となる価格群。

北海道農業研究センター酪農研究領域の試験結果より試算

図３　圧ぺんとうもろこし価格との対応から見たイアコーンサイレージ導入価格

「ＣＳベース」とはとうもろこしサイレージベース、ＧＳベースとは牧草サイレージベースをさす。
「ＣＳベース」では、イアコーンサイレージ、圧片とうもろこしの他に、牧草サイレージ、とうもろこしサイレージ、配合飼料、大豆粕
を給与している。「GSベース」では、とうもろこしサイレージを給与していない。

式は、CSベースがY=10.0792+0.9924*X、GSベースがY=18.0114+0.9044*X。

30

40

50

60

70

80

90

30 40 50 60 70 

イアコーンサイ

レージ価格

（円/TDNｋｇ）

圧ぺんとうもろこし価格(円/TDNkg)

導入困難

導入可能

ＧＳベース

ＣＳベース

本研究の目標価格

＝55円/TDNkg

現行の圧ぺんとうもろこし価格の変動範囲＝51～56円/TDNkg

圧ぺんとうもろこし
＝41円/TDNkg

イアコーンサイレージ

＝64.1円/TDNkg

圧ぺんとうもろこし

＝45.5円/TDNkg

イアコーンサイレージ

＝60.7円/TDNkg

　図１　イアコーンサイレージの生産コストと栽培面積
　注1)Ｃ町およびＤ町における実証試験結果より試算した。
　　2）畑作への委託栽培であり、ＴＭＲセンターが収穫する。
　　3）収穫調製機はＴＭＲセンターの保有とする。
　　4）収穫時の往復輸送距離10kmの輸送コストを含む。
　　5）保管費用として実証データの36.8円/10ａを含む。
　　6）サイレージ保管時のロスは考慮していない。
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　　　　　　　表２　イアコーンサイレージ生産コスト算出基礎

負担主 費目 金額（円） 備考

資材費 畑作経営 種苗費 2,475
労働費 肥料費 11,231
10ａ当たり 農薬費 1,142

光熱動力費 1,929
賃料及び料金 894
雇用労賃 74
その他費用 244
畑作合計 17,989

酪農経営 畑作への委託費 35,000
ロールネット 1,081
ロールラップ 2,615
光熱動力費 432
労働費 619
酪農合計 39,747

賃料(1日8時間) 酪農経営 ダンプトラック（11ｔ） 90,000 2台
保管費(10a) 酪農経営 保管場所の地代 37
償却費 酪農経営 スナッパヘッド 1,714,286 定価1,200万円
７年償却 細断型ロールベーラ 2,000,000 定価1,400万円

合計 3,714,286
注1）実証試験および聞き取り調査結果をもとに作成
　2）酪農経営はＴＭＲセンターを組織している。
　3）畑作経営の労働費および償却費は「畑作への委託費－畑作合計＝
　　17,011円」の中から負担される。
　4）酪農経営の労働費はイアコーンの収穫調製のみが対象である。
  5)保管費は、イアコーン24.44haを借地9a（借地料1万円/10a）に保管する
　　経費9,000円をイアコーン生産10a当たり経費に換算した。
　6）自走式ハーベスタ等の作業機を所有する既存のＴＭＲセンターにおいて新た
　　にイアコーン生産を行う場合を想定しており、スナッパヘッドと細断型ロール
　　ベーラのみを償却費として計上した。
　7）ダンプトラックの賃料は9.6ha=1日までは9万円、9.6haを超えて19.2ha＝
　　2日までは18万円、というように増加していく。
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〔経営モデルの前提条件〕
・基幹労働力：２名、補助労働力：１名、雇用労働力：２名
・イアコーンの利益係数を17,011円（酪農経営からの受取額（栽培
受託実績に基づく））35,000円－費用合計17,989円）に固定し、経
営耕地面積（50～80ha）による作付構成を検討した。
・輪作遵守意識の高い経営を前提とし、小麦の作付上限制約を経営
耕地面積全体の１／４とした。


